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ホームページアドレス⇒http://www.nakabaru-hp.jp/

　内　　科
一般内科（毎日）・消化器内科（毎日）・血液内科（岡田・後藤）・
肝臓病（内村）・糖尿病（岡嶋・大神・田代・松山）・膵臓病（安田）

　外　　科
一般外科（毎日）・乳腺外来（毎日）
※火曜日は手術日となっており、原則として新患のみの
　受付となります。
※午後は手術の都合により担当医の変更や診療できない
　場合もあります。

　整形外科
一般整形外科（毎日）
※できる限り 11時迄にご来院ください。
＊午後は急患及び予約患者のみ受付可。
＊木曜日は再来または予約患者のみ受付可。

　ペインクリニック（内科・外科）
※要事前予約
※手術等の都合上、右記以外は不定期で診療致します。
　事前にお問合せください。

　眼　　科
月・木・金曜日の午前

　循環器内科　
火曜日午後（山本）
木曜日午後（村重）
金曜日　　  （二見）

　腎臓内科
木曜日午後（末廣）

・ ・ ・ 病診連携・・・

　H27年11月に当院を開業して2年近くになり、消化器内科医である夫が担当する胃・大腸カメラとともに、内科総合診療、特に高
血圧・脂質異常症・糖尿病など生活習慣病の治療に力を入れていますが、睡眠時無呼吸症候群(SAS)や禁煙治療など別の観点か
らのアプローチも行っています。SASは“睡眠中に無呼吸が繰り返され、過度の日中の眠気を伴う病態”ですが、高血圧・虚血性
心疾患・脳卒中を高頻度に合併し、SASの治療が心血管疾患自体の予防・治療につながります。当院ではSASが疑われる患者様
に簡易検査を実施し、治療はCPAP療法（睡眠中に鼻マスクを通じて持続的に陽圧をかけて、閉じている上気道を押し広げる）を
行っています。禁煙治療（保険診療）はニコチン依存症の患者様にニコチンを含まない禁煙補助薬による12週間の内服治療を行
い、7割の方が禁煙に成功されています。総合診療医としての経験を生かし、地域のかかりつけ医として取り組む所存ですので、今
後とも宜しくお願い致します。

このコーナーでは、粕屋メディカルネットワークという病診連携活動の登録医の先生方をご紹介していきます。

博多の森内科クリニック
■所 在 地：糟屋郡志免町別府西 3-13-7
　　　　　　モントーレラコルタユニバ通り 1F
■院　　長：金本　陽子
■電　　話：092-692-8210
■専門分野：内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病代謝内科、
　　　　　  呼吸器内科、感染症内科
■受付時間：9:00 ～ 12:30　15:00 ～ 18:00
　　　　　　（水・土 :14:00 ～ 18:00）
■休　　診：日・祝日、火・木曜の午後

ペイン
クリニック
（内科・外科）

　糖尿病内科
木曜日午後（藤原）

　呼吸器内科
火曜日（大坪）
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・患者中心の医療
・医療の質の向上
・地域社会に合った手づくりの医療
・安心と信頼を持たれる病院づくり

～医療理念～

だより仲原仲原
nakabaru dayorinakabaru dayori

nakabaru dayori No.39-2017nakabaru dayori No.39-2017

39
No.

外 科

　最近、乳がんで亡くなられたフリーアナウンサーの小林麻央さんのニュースに心を痛めた方も多いと思います。がん検診
が今後さらに普及することを願ってやみません。当院でも、マンモグラフィーやエコー検査を用いた乳がん検診をしておりま
すので、みなさんも定期的に受診するよう心がけてください。
　がんを早期に発見するために検診の受診とともにお勧めするのは、「がんになる危険性」を知って対処することです。そ
れぞれのがんになりやすい人が存在します。例えば、膵癌では家族歴のある人は膵癌発症の危険性が上がります。親、子、
兄弟のなかに2人膵癌の人がいる場合は6.4倍、3人いる場合は32倍と報告されています。そのような場合は、膵癌発症の
危険性が高いと考えて膵癌を対象にした検診を受けることも早期発見の一助になるかもしれません。
　国立がん研究センターが行った調査では、がん発生の要因として、喫煙と感染に
よるものが多いことが示されています。感染では、肝炎ウィルスが肝臓癌、ピロリ菌
が胃癌の危険を高めます。禁煙をすること、肝炎ウィルス感染やピロリ菌感染の有
無を調べ対処することで癌の発生を防いだり減らしたりできます。また、国立がん
研究センターのホームページでは、生活習慣から胃癌や大腸癌などの発症リスクを
調べることもできます（https://epi.ncc.go.jp/riskcheck/）。
　皆さん、ぜひ自分の「がんになる危険性」を知って、癌になるリスクを減らしましょ
う。分からない点などは遠慮なく当院までご相談ください。

○社会保険仲原病院　広報誌　№39　2017年9月発行

外科部長　上田　純二
専門科目：肝胆膵外科・消化器外科・内視鏡外科

　「友泉亭公園」　提供：福岡市
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今年度も下記の通りふれあい看護体験・職場体験を実施しました。

ふれあい看護体験・職場体験の報告

平成２9年度肺炎球菌予防接種について
過去に肺炎球菌予防接種を受けたことがない方で、今年度 60歳、65歳、
70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になられる方は定期接種
としての公費助成が受けられます。
※助成の詳しい内容については、お住まいの自治体にお尋ね下さい。

過去に肺炎球菌予防接種を受けたことがない方で、今年度 60歳、65歳、
70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になられる方は定期接種
としての公費助成が受けられます。
※助成の詳しい内容については、お住まいの自治体にお尋ね下さい。

院内サマーコンサートを開催しました
（平成29年7月26日）

　当病院の岡嶋院長や成富副院長をはじめ、院内の

スタッフによる歌や演奏を披露いたしました。

　会場には、約70名もの方が集まり、患者様やそのご家

族の方 と々素晴らしい時間を過ごすことができました。

～ ～～ ～

ふれあい看護体験（須惠高等学校5名様、福岡魁誠高等学校５名様）

　7月18日からの院内血液検査は、新しい検査機器で実施しております。

　更新機種は、生化学検査、血球計数、凝固、グリコヘモグロビンA1c、血液ガス、の5機種と、新規に

尿自動分析装置を導入致しました。今回は生化学測定装置と、尿分析装置についてお知らせします。

　まず生化学測定装置ですが、これまでの測定装置の検体処理能力は一時間当たり800テストで

したが、今回導入装置は1200テストになりました。これにより1検体あたり約2～3分結果が早く出る

ようになりました。外来患者様の多い日などは、検査結果の待ち時間が若干緩和される予定です。

　　次に尿自動分析装置についてです。これまでは肉眼によるテステープの比色を行っており、ど

うしても測定技師間の個人差がありましたが、分析装置導入により個人差がなくなります。また、

ルーチン検査項目を6項目から10項目に増やし、より臨床に役立つ尿検査となります。

透析センター

透析センター長　末廣　貴一
専門科目：腎臓・透析・一般内科

　2015年10月に透析センターを開設し、2年弱が経過しました。九州大学腎臓研究室とその関連
病院、仲原病院の各診療科と連携をとりながら透析治療を行い、現在では多くの患者さんの透析治
療に携わることができるようになってきました。これまでは月水金曜日のみ血液透析治療を行って
きましたが、2017年6月より火木土曜日の血液透析治療を開始しました。また、九州大学腎臓研究
室より、月水木曜日に松本先生、隔週土曜日に山﨑先生に診療に携わってもらうこととなり、より幅
広い診療体制が取れるようになりました。患者さんのライフスタイルに応じた透析治療を行うこと
で、患者さんにとってのよりよい治療につながればと考えています。
　年齢があがると腎臓の機能は低下します。今後日本では、生活習慣病を合併した高齢の方が増加
すると考えられ、腎臓の機能の低下はより身近な問題となると考えられます。仲原病院では、地域の
方々や当院の患者さんの腎臓の機能ができるだけ低下しないように、腎臓外来で腎臓の機能を保つ
ための診療を行っています。また、腎臓の機能が低下した場合でも、透析治療を通じて、できる限り
元気に生活を送っていただけるように、スタッフ一同力を合わせて治療を行っています。腎臓のこと
で気になることがあればお気軽に受診して下さい。

内科医師：松本優子先生　平成23年卒
腎臓病・透析治療を専門としています。地域の患者さん
によりよい透析治療を受けていただけるようにお役に
立てればと思います。よろしくお願いいたします。

【生化学測定装置】 【尿分析装置】
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※火曜日は手術日となっており、原則として新患のみの
　受付となります。
※午後は手術の都合により担当医の変更や診療できない
　場合もあります。

　整形外科
一般整形外科（毎日）
※できる限り 11時迄にご来院ください。
＊午後は急患及び予約患者のみ受付可。
＊木曜日は再来または予約患者のみ受付可。

　ペインクリニック（内科・外科）
※要事前予約
※手術等の都合上、右記以外は不定期で診療致します。
　事前にお問合せください。

　眼　　科
月・木・金曜日の午前

　循環器内科　
火曜日午後（山本）
木曜日午後（村重）
金曜日　　  （二見）

　腎臓内科
木曜日午後（末廣）

・・・病診連携・・・

　H27年11月に当院を開業して2年近くになり、消化器内科医である夫が担当する胃・大腸カメラとともに、内科総合診療、特に高
血圧・脂質異常症・糖尿病など生活習慣病の治療に力を入れていますが、睡眠時無呼吸症候群(SAS)や禁煙治療など別の観点か
らのアプローチも行っています。SASは“睡眠中に無呼吸が繰り返され、過度の日中の眠気を伴う病態”ですが、高血圧・虚血性
心疾患・脳卒中を高頻度に合併し、SASの治療が心血管疾患自体の予防・治療につながります。当院ではSASが疑われる患者様
に簡易検査を実施し、治療はCPAP療法（睡眠中に鼻マスクを通じて持続的に陽圧をかけて、閉じている上気道を押し広げる）を
行っています。禁煙治療（保険診療）はニコチン依存症の患者様にニコチンを含まない禁煙補助薬による12週間の内服治療を行
い、7割の方が禁煙に成功されています。総合診療医としての経験を生かし、地域のかかりつけ医として取り組む所存ですので、今
後とも宜しくお願い致します。

このコーナーでは、粕屋メディカルネットワークという病診連携活動の登録医の先生方をご紹介していきます。

博多の森内科クリニック
■所 在 地：糟屋郡志免町別府西 3-13-7
　　　　　　モントーレラコルタユニバ通り 1F
■院　　長：金本　陽子
■電　　話：092-692-8210
■専門分野：内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病代謝内科、
　　　　　  呼吸器内科、感染症内科
■受付時間：9:00 ～ 12:30　15:00 ～ 18:00
　　　　　　（水・土 :14:00 ～ 18:00）
■休　　診：日・祝日、火・木曜の午後

ペイン
クリニック
（内科・外科）

　糖尿病内科
木曜日午後（藤原）

　呼吸器内科
火曜日（大坪）
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・患者中心の医療
・医療の質の向上
・地域社会に合った手づくりの医療
・安心と信頼を持たれる病院づくり

～医療理念～
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外 科

　最近、乳がんで亡くなられたフリーアナウンサーの小林麻央さんのニュースに心を痛めた方も多いと思います。がん検診
が今後さらに普及することを願ってやみません。当院でも、マンモグラフィーやエコー検査を用いた乳がん検診をしておりま
すので、みなさんも定期的に受診するよう心がけてください。
　がんを早期に発見するために検診の受診とともにお勧めするのは、「がんになる危険性」を知って対処することです。そ
れぞれのがんになりやすい人が存在します。例えば、膵癌では家族歴のある人は膵癌発症の危険性が上がります。親、子、
兄弟のなかに2人膵癌の人がいる場合は6.4倍、3人いる場合は32倍と報告されています。そのような場合は、膵癌発症の
危険性が高いと考えて膵癌を対象にした検診を受けることも早期発見の一助になるかもしれません。
　国立がん研究センターが行った調査では、がん発生の要因として、喫煙と感染に
よるものが多いことが示されています。感染では、肝炎ウィルスが肝臓癌、ピロリ菌
が胃癌の危険を高めます。禁煙をすること、肝炎ウィルス感染やピロリ菌感染の有
無を調べ対処することで癌の発生を防いだり減らしたりできます。また、国立がん
研究センターのホームページでは、生活習慣から胃癌や大腸癌などの発症リスクを
調べることもできます（https://epi.ncc.go.jp/riskcheck/）。
　皆さん、ぜひ自分の「がんになる危険性」を知って、癌になるリスクを減らしましょ
う。分からない点などは遠慮なく当院までご相談ください。
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外科部長　上田　純二
専門科目：肝胆膵外科・消化器外科・内視鏡外科
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